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１．目的  

気候変動により洪水や氾濫，干ばつなどの自然災害が世界中で発生しており，地球温暖化への対応の緊急性

が示唆されている 1)．その緩和策として沈水性水生生物（SAV）などのブルーカーボン生態系による炭素貯留

効果が明らかにされている 2)．従来，淡水湖では閉鎖性や生物多様性の高さから炭素放出源として考えられて

きた．一方，亜熱帯の山間部の湖において，植物プランクトンが光合成により二酸化炭素を取り込み，貯蔵す

ることが明らかにされた 3)．また成層が下層から上層への二酸化炭素分圧（pCO2）の垂直フラックスを阻害す

ることが示されている 4)．しかし長期的な二酸化炭素の吸収や貯留の変化については十分に行われていない． 

したがって本研究では，成層を有する富栄養化湖として烏原貯水池を対象とし，現地観測データを用いること

で長期的な成層や植物プランクトンによる炭素貯留効果への影響を明らかにした． 

 

２．方法  

２．１ 対象湖 

 本研究で対象とした烏原貯水池は兵庫県神戸市（N34°41′30″ , E135°9′19″）に位置し，水表面積は 115,396m2， 

最大水深は 19m，流入河川として烏原川がある（図 1）．流量は 0.24m3 s-1と一定に制御されており，滞留時

間は 56日となることから本貯水池は理想的な富栄養化淡水湖であると言える． 

 

２．２ 現地観測 

  2021年 8月から 2022年 2月まで烏原貯水池で現地観測を行った．現地観測では 0m，0.5m，4m，貯水池

底部の水から水温，全アルカリ度（TA），pH，pCO2，DICを測定した．その結果を用いて成層や富栄養化が

炭素吸収にどのような影響を与えているのかについて考察した． 

 

３．結果  

 図 2に烏原貯水池で行われた現地観測の結果を示す．2021 年 5月から 10月まで水質改善を目的とした曝気 

装置を稼働させていたため，8月や 9 月であったとしても成層が弱くなっていたが，上層と下層の水温差はそ

れぞれ 3.0℃，0.8℃であった．10月以降は水深による水温差はなかった（図 2a）．pHの最小値は 7.7，最大値

は 9.3 であった（図 2b）．また pH の最大値は 2021年 8 月の水表面で観測された．水表面での pCO2 は 8 月 9

月に大気 pCO2（440µatm）よりも低くなった．これは植物プランクトンによるものであると考えられる．水表

面 pCO2 が大気 pCO2 よりも小さくなったとき炭素が貯水池内に吸収されるため，8 月から 9 月にかけては炭

素を吸収したと考えられる．一方で貯水池底部においては pCO2は 500µatm以上であり，成層による pCO2の

垂直フラックスの阻害が確認された（図 2c）．2021年 10月から 2022年 2月において，水表面 pCO2 が底部よ

りも大きくなった． 
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図 1 烏原貯水池の概形 
 

 
図２ 烏原貯水池の現地観測結果 
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